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華客 旨;との資料lよ限法恒常防止乙けるの:ヂどな汝林土壌のうHs{，三E裂な品々のH])巳

鴨 l也とうとの関係，値引iなどについてとりまとめたものである。

…|令壌の分立州方[二壌分 (19í~)1 引によって行ったが， なおいくつかの新しい土壌鮮ないし単一

併を怖心してこIド ζ対処した。

十分布ずる森林二UlHi木工とは努しく具なり.クド匂〕句t" 二七!;'iI::: )，属する土壌がもっとも .tc， < 分析?

Lノ 1 if日赤色斗がとれ 1と次ぎ，そのイI]j~\";(己 レンヂナ談土併9 グライヒj~:i洋および未!棋士群 iこ隠

する土壌が出現していた。

者i のj'C)長 ((Jな trf， i日としャご;，主 @i定 (4 右下) 2.6 出 flì~' ?J]、 r'j二 (2 iIFll() 12 筋，]1')，

レンヲゾ様土 6 断]lr ， 計 54 新商について]多熊山lな特徴および 般化Jγ引を検司J し 3 それぞれの特

九な Ilrj らかにしたc

またよさ江々における地形@地質と;記述した各.=L.壌の分布状態p および主要な土壌訴ないし単

心汁壌;条伴と iリ迫性がぐ話機性の7Zい til伎を切らかにずるとともに各仁壌のi[一昨力および主

裂な:主主宇初還との閃係について考察を行った。

乙のむ rl はみ;引旬、iζ ば iEiJ て忽土返された筆者の践した資料および桁H'(ì~な迭問号してとりまと

めfどものである。

L はl;'め とりまとめに当って

との資料(<1 元日目刊文j:J;jr~i 十本吋ji:域jîff5'ピ五民 放lj\品自[ij又:立の ;ù された]1[ 1制の森林壌に関する研究成

来をとりまとめたものである。

i牧人は 1968 ' 69 年の 2 [u[の沖加の L占有，f;[;J二壌調査(迎i出j江本沼氏〉 よび 1973 年の[1;[仁げの土

地分)':JU&ぶ ;tl;tl]1立の 1/5 万名凶悩9) の調査などを 1:，て予 1'[1京 I\ e')続休半壊の調子手研究を進めてさすたがP

1976 年 8 刀 18 日に突然。バえのためにみ泌さむノた。

故人の;乏した資料~，-;;: , �:1j j純の民有林 i 桜前1-1:指導 0)主査でもあり，またヲこの研究を含めて本場および

関川支土品川代に長年にわたって故人と iVf1ê/ヒ活をjLiこした mJ、L Jι ('3 !1主主主主訓:己主二主主ぷi査科長および

閲ドLi 立場J乙後浅)1\;足実休長3 五1福ノltoo県立短 FJJ大学教授〕および故人の関西文場IL'ýf\;vコ研究生活そ共にし

た何LB ム〔叩寺関西支i易f~1司、部長，現j司じよう長〉に引き店主がれて，控現⑨とりまとめがjj われたo

fこれらの資料の荏巴を完了した段陪目立， r-夫人が研究主j乏として多忙な I!J にあって，との l段階までoìftめ

られた ζ とに対して編者らは深い敬意を友ずるものであるが，沖縄のj菜料土壌として木杭的なとりまとめ
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を行うには，なお多くの調査資料と分析データの補足を必要とすると判断された。

沖縄の森林土壌の分類審各土壌の分布，一部の主要な土壌の生成についての見解などは，黒鳥およひソJ\

島12) によって野外調査の知見を中心として総括的にとりまとめられ，また，沖縄の自然環境，主要な土壌

と沖縄古来の伝承的な土壌分績との対比，主要な島々における地形@地質と主要な土壌の分布との詳細な

関係，各土壌と脂生および造林樹種との関係などは，すでに黒鳥10)11)によって野外制査の総括的な知見と

してまとめられている。

故人の調査研究の進行と同時に，当時数年にわたって林試二ヒじよう部において論議が続けられてきた新

しい森林土壌の分類休系が完成い林野土壌分類(lヲ75)17)としてとりまとめられたc 故人は先に発表さ

れた黒鳥および小島12)の ìrt"縄の森林土壌の分類休系によって民分された土壌を，新しい分類体系によって

再区分を行っていた。 ζ のずI分類体系は亜熱帯地域ìC属する j可?縄の森林ニL壌も包含することを企図したも

のであったが，今回の資料を整理した段際では，未だ多くの問題点が残されているように忠われた。 ζ の

ような問題に対して，今回は新しい土壌群および土壌亜群を補足して暫定的な解決を図ることにした。し

かし，一部の土壊については，資料が乏しいために今後の検討に残さざるを得なかったものもある。

故人が断片的lと書き遺した未完の遺稿から推定すると，先l乙発表された黒鳥および小島12)および黒鳥10)

の野外調査の総括的なとりまとめを，具体的な資料によって検討を加えながら裏づけて2 集大成する方向

に向かつて進めていたと思われる。しかしp との調査研究は故人の急逝によって未完のまま終止符をれた

ざるを得なくなうた乙とは誠に残念のきわみであるが，遺された貴重な資料を放置して空しく散逸させる

lと忍びなかった。

今回!の資料は，林野土壌分類 (1宮75)11) ìて多少の補足を加えた分類体系による各土壌の分類上の位霞づ

け，各土壌の形態的特徴と一般化学的性質，主要な島々における各土壌の分布と地JI: .地質との関係，植

え主および主要造林樹種との関係などをとりまとめたものである。

今回の資料は最終的には編者らの最高町誌について，土じよう部土じよう調査科長 久保哲一茂投官，なら

びに土じよう第 3 研究窓長 有光一登博土を交えた討議を経てとりまとめられた。また，沖縄県林業試験

場，沖縄県農林水産部林務課および各地方事務所の林務担当部門の方々には野外調査に際して多大のご援

助を戴いた。とれらの方々に対して，心からのお礼を申し上げる次第である。

2. 沖縄の自然理境の機要

2-1.位置

沖縄はユーラシア大r;'Ëの束縁に位置する日本列島の南部を構成する琉球狐に属する。この弧は通常南凶

諸島と呼ばれ，沖縄はその南半分に位置し，北粋 24.~2r ， 東経 124.~ 133 "30; ìC2えぷ長さ 600km の間

に点在する総数却をこえる烏々から成る。 ζれらの島々は沖縄本島を主島とする沖縄群品， 宮古島を主

島とする宮古群島3 西友島と石垣島を主島とする八重山群島 l己分かれる。

2-2. 気候19)加〕

沖縄は!J五熱帯の偏24気候区 l乙属し，品帯ほど四季の変化は明りょうではない。また，品々与をとりまく海

洋の影響を強く受けて，冬季は温暖で，夏季との気12Lの差が小さく，海洋性気候の特徴を示しているの

沖掲各地の年平均気温は 20. 8~24. 50C，刀平均気温は 1 月は 13. 6~17. 60C, 7 尽は 27. 4~~29. 80C で，

結籍，降雪は北部の沖縄群島でもきわめてまれである。平均年降水量は島どとの相違が大きく， ;']1縄本島



れl'料の森林土域一二L壊の分類，性質，立地条約二，分布および1直立(研究資料) (故小島) -119.-

北部~LI地帯の 3 ， 200mm~"宮古市f 烏池田j島の 1 ， 297 mm  1とおよんでいる c さらに同じ島でも地域差がみ

られる。 仲総本島では北部の 1[1地;貯は 2， 400~J3， 200 mm  (ζ速するが?南部の丘陵地域では 1 ， 800~J 1, 900 

n1m (と過ぎない(凶 1 多照)。

沖縄の気候条件を示す総括的な指肢は表 11ζ示すとおりである。

わがLI~ の ~'h1帯地域と比べると，1'…E 指数， I民かさの指数6) ， El 積算温度などは沖縄の混暖な気伎を明り

ように示している。気温と降水量の関係、については， 雨量係数， P.E 指数は Iリj りような相違が見られな

いが， N-S 係数は大きい。

沖縄は京南アジアの季節風帯に位医するために， 1l~J2 月の北京の季節風，夏にはしばしば台風を伴う

院呑)秋の南:取の季節風の影響を受ける。また ， 12~J 6 月の月以jの曇天目数は nj~天月数より多い。気氾の

低い冬から春!とかけて曇天日数が多いことは蒸散記の減少と ll:U支の増加をもたらしているが，この点は沖

縄の気伎の特徴のーっといえよう。
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凶 1. 沖縄本島における年降水量分布図 (mm)
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表1.
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制
古
墳
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名
川
山
宮
石
西
一
東

土色史，地形および地質2-3. 

沖縄の地史の大裂はiJj城21) fと，地質は木jぼられの友隔地質と野田15) によった。

と才Ll~--l 生代の二52:紀 lて形成された海成岩石は i可紀の後期および [11山代の前期 Jご火成岩によって貴かれp

が後の南西諸島の主市lli 山 iJi<の骨格をなしている。この骨絡部l土長い年代にわたって月1] まIJそ受けて，いくつ

かの山塊 lと分害IJ さ ~'L，第三紀の前期(秋j印:期〉に地設設動によって海中 lこ没した。その後地殻および陣地

の際起。沈降が1]われF 第四紀沖積期前期 lとほぼ現在の地形が完戎された。

(瑞穏期) ，こ，同耳目線属はf:il[!可ii[ l組の土壌!3 材として重要な地伎を「h めている

紀洪積期中期(敷島品目) I乙形成された。また，洪積WJ中期以後に形成されたザンコ手{換に由来ずる琉球イilJミ

岩は， 沖縄にかなり広く分布する石氏質土壌の母f~ーをなしている。

主要な島々の地形および地質については，黒鳥10) によって土壌の牛成および分布との羽連 14，の市から洋

前1] 1ご論じられているが，一般的な地形お J: び、地質の概要は次のとおりである。

沖縄本日2-3-1. 

この島は南北lご長く， くの字1liをなしているが2 北部と南部では地形および地質は i奔しく異なる。北部

よひ、変成岩から成る山地地形をなし，主として砂岩および千枚手;を蕊宥とす

250~400 m のいくつかの峯が見られる

は主と

.g.~(ど石灰岩も見られる刊日誌日岳 (498 m) をはじめ，るがp

これらの山地をとりそさくように，海岸沿いには最高位が 250m以とに及ぷ数段の役Ií:がけんちょに発カ1J

これらの段EÎ:群は脊淀川 rJ也，~，c iJJ尽を発する達して，その大部分が国頭機関によって覆われている。しかしp

名河川〔ノコ発達によって寸断されるとともに， J1伎のものほと、側斜からの閥析が著しく， f~丘地形がよく似

存されているのは 200m以下の地域でp それ以 j'. O) ，行i所は頂部 lどわずかに平坦面あるいは緩斜 ilflを残すD:

段油彩に変ほうしている。

今回の資料では， f交正または台地と表~:1iしたものは段圧の)京)1)が保たれている所で，丘陵地と表現した

なえているととを特にイ，j-B己しておく。ものはその国叩Jと種々の程度にl段丘の名残をとどめる

北部地区の中央部に突出した本部半島は八重岳 (453 m)，嘉沖宇岳 (451 m) などのi也i鬼状 1111訟を主と

し，その周辺部には台地が形成されている。山地帯は主として古生界の石灰岩トョ ltl、岩および約板持の五層

から成る本部!遍から成り，台地l主主として琉球石灰告によって被被されている。

北部の山地帯を形成する脊認山地は南下するにしたがって次第に海抜高を減 t，南郎j白区では圧i凌また

は台地状の波状地形を形成しp 海抜!日'j 200m をこえることはない。この地域l乙j五く分布する島尻層群は軟

弱な育灰色."灰色の泥))ミ宕 9 i己þ岩などから成る。また， }Jtt球石灰岩も島尻層群を覆って!主く分布している@



]Iiiが!jω 、二jニ主義一土Jl(ú)分史fL 性立， ，'i'L地条件フ分イIJ および杭生(日!う?コ資料) (故ノJ\烏) --121 ー

2-3-2. ポfιi 砧

こ ωjJi立京北川去底辺とする jf~fl1j ご、 jij;)lS lζ元弘、jZをなしフ 日ぶ 11í (106m) 佳トふくと， ほとんとが{作成

100m 以トーの{í'J:!12および低地から JJX，る。土庁jう1( 11以出がJkjiJ:ω火 :':15j}を設い， "品4υり1))

在抄þ、示抗" 瓦桁なと、dの)}准日住;も砧JiL岩 iはま 古郎i己i幻iにこ;認翠 Y--，，?j- るにi泊f品:6な lいJρ、 O

2 3 3. イ[在j );b 

との品の主基さな部分 iよ ~[;!_l.î，南北がほぼノ討しい l~qfrjJI三任なしていふがフ :iUJl IJ!三、|ザ\係当~J:'dßXllliたく二lu作

lど延び， I.IJ 却の」じ泊jfj lどはゴ tおよび問 iこ j付〉ぺて川といと医良山半島が7Jlil している c ~[t:，I;i!;i の汁ノ !\i示か

ら rliffy}; ti IJ)é:品の川J央部を lLl iJ(<jßJtり， ll-jJ縦故悩峯弘)於j叉主主面 (526m) をはじめとしていくつかのt! 1 々

がそびえ，さらに I'{J i乙ノミンづ (281 m入力弥!孟(197m) がぶぶして ) g~を五，ζ 一分レーている。

.:U~Jとの耳、;有力、ら Iす]怖にかけて， ~lÚII!iζ出抗して山麓 iこは紋i止にわたる段丘地JI~が発 4 してし、る o 3二 lli川〉

|仁凶(JilJ の IJtiml;"，iíには ìl日析の進んだ数段の段丘 li:]が千百状 lとt;~られる。

こび)長むの地.yJI+rWjがま l;cßの ;11 1給水島や !誌に比べるとかなり後最itである。於r長A貨店を中心とずる三

l土 Jどこう右むよびあ11M1月一岩ノうh ら成り，ノインゾ 11 1' は1 枚岩，民良部今および堅下)点 nl(，j:交 女 lLI;(Jl1縦灰

;{~L 説Jぷ 51 1 機i主治むほどから成る o 球正11火土↓;刊iS0) r=ìJUlに jぶく分布するほかz ι(D_! じ IJl!iJtli の JJEj刊誌丘

;ζ制k く rJJ; 状lζ分布する。

2 3.4. 引表品

三の:口は i"ll~:äヌト乙次ぐ沖縄節二の民で2 ほばfIl]灼 j肢を7よしといるが， Iおの灼から州に似の Jii半島が

尖 H'! じている。とのよみはほとんどが山地で占められ2 山路緩斜Wi および台地は砧の J ，~d )斗にわずかにI;~られ

るに過ぎない。 このん;ω幽から北にかけてのjfij]ギはリアス土工ωJンt!:.年主出 }t:;がJ~~ らオし品。 IlliJ~は ~î 見i1:r (470 

m) , i);t ll~"([!'IU日 C477 m) をはじめとする向ばi白J 4001n 去とえるいくつかの山々をj五点としてト r;; り

然とした高性のlげ Iß!':[)\!也7じが先注している。

ζ のれの地泣はほとんと、大部分が病治ミの{ルサから成る。ぶ出品と !iÛ様の凝灰戸ぷ);，ttf:{l よび給品

ji-記がお見 tT1 のfk似 lこわすぷかにJもられるに過ぎい。 fkfò}:1::í i火山の分布も両岸沿いの台地に小lí~Îf}えに i~H ら

れている U

24. 植 主主

沖縄はモンス r 司ン会\11定下にあって，年!日jを通じて比絞的Ff~f~ぬま妥心血l民なた治 iC ， 三三!え()) 11 l[!J ふは tlEN.:

，L苦 I~草雨林がずしていたものとJ1tct される o iN，喝の i心地で凡られる自立はス夕、ジイ?タブミ二じよし， Jild品、

41 来日日X?，!i 安出えたお Xil~1三;葉樹林で，以前 lとはこれらの大然体が付近まで形成さ孔ていたものと.u，\われ

る。現行 JJ;UI: 4iζ比いス主主体はわ垣品の「郊と IfLt友討に見られるに過ぎず， }:; -i~，:I~~) j はr.IJ ・ノトitぶか白衣る

一百人;林である。 そのほか， ii曻 [J H ;11のh江沢地lζは熱Ai; およびiJl'主~~;:::1; (，と特有 fS. -"〆グロープ、 )ß凡られ，石臼く

手j' {j J也 lとは好壬iUくはのな:むね粘Jかりなる川 i宮がj長されている c

;1]1料では近年になって積極的に造林が巡められ p よ!!(ζ 近し、lilíiZJùJ，心 J1:.山寸のこはや十を対象 iとして) U~:itt 

J討の伐採，火入れ地ごしらえによI;_;)リュウ J，二ュウマツの俗説法林が i J われている。リュウ t. .c<ウ γ ッ ωよみ

十ノドは i試合 IJ でもれ↓i総i本よもの市 ~~i~ ， 't~S古 ι 主久米自などで P)j)孔体も;トでかなり 1 j ~、れていたようで

あるが，第二次f世界fJ協の彰子ぎによって t甘い j主林地はほこんど失ヰコオしてし、ふ υ

とのほか，三イヌマヰヲゾウシジ λ，センダンなと、のj自殺泣，外がイ l われ，片，r:}j ﾘil H; ¥') g員数体とし

てモグマオウ J テ 1) I 、ボクヲ:ノクギなどの体が白日記 iされている。
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3. 沖縄の主要な森林土壌の分類

3-1.概要

黒鳥および筆者12)は{中組の民有林土壌調査に当って，適地適木のための森林土壌の分類を行った。その

後全県にわたって詳細な土壌調査が進行するのに伴って，さらに検討を要する問題も新たに提起された。

一方，筆者の調査研究の進行と時を同じくして，わが留の林野土壌の分類体系の改訂が進められ，新たに

林野土壌分類(1975)17)がとりまとめられた。

今回の沖縄の森林土壌の分類は，基本的には新しい分類体系を用いて，以前の黒鳥および筆者却の分類

によって区分されていた各土壌を再区分することにした。新しい分類体系は沖縄の森林土壌も合めて設定

されたものであったが，以下に述べるように3 一郊の土壌については適用が困難であったために，新しい

土壌群，土壌.9Ji.群および土壌車型を設けて対処した。

亜熱帯の沖縄の森林土壌は，全般的 lこ本土の場合とは著しく趣が具なる。すなわち，本土の森林下でも

っとも広く出現する褐色森林土亜群やポドソVレ群は出現せず，黒色土群もまれに出現するに過ぎない。沖

縄では赤・黄色土群が主要な地位を占め，さらに，時赤色ゴニ若干がかなり広く問現していたことが大きな特

徴である。

沖縄に出現する森林土壌は以下のとおりであるがF 全般的な傾向として地形および母材の相違によっ

て，土壌の種類と分布が著しく規制される ζ と，とくに母材の函では石氏質母材の影響を強く反映してい

る土壌がかなり広く分布しているとと，さらに，石灰質母材の土壌はその性質ーとくに.:L色，世換性塩基

の鈎和皮などーが，かなり多岐にわたっていることなどは，沖縄の森林土壌の大きな特徴といえるように

恩われる。

3-2. 沖縄の森林土壌の分類

今回の分類と以前の黒鳥および筆者12)の分類の対比は表 21ζ示すとおりで る。

乙れに関する補足事項は次のとおりである。

1) 赤色土(国頭7ージ )12) の中で，石垣島，jJlî表島9 久米島IC 出現する安山岩質問材に由来しp 下層

が濁った赤色を呈するこ[二壌は今回は暗赤色土群 IC含めた。

ζ の土壌の B 居の色調は標識的な;崩基系暗赤色土亜群と向様の 11音赤褐色の色調を呈するものから， こ

の土壌亜砕と赤色土jJjiJ;?fの中間的な色調を呈するものまで，連続的に変化の阻が広いが (5-3 参照)， ):.部

分は後者に属する。

2) 褐色森林土ユ2)は黄色土並群の分布域内 lζ見られる崩積性の土壌である。 ζ の土壌は湿潤な状態では

かなり濁った土色を呈するが，乾燥すると黄色味が強くなること p さらに，今回の区分の黄色土田詳の残

積性ないし歩行性の土壌と catena の概念で結びつけられる土壌と考えられるので，今回は黄色土国一若手に

合めた。

3) 石灰清風化と壊(島尻7ージ )12) の中で I清赤褐色の B 層を有するものは暗ノ赤色土若'01乙 B)習を

欠く A-C 層型土壌および黄~黄褐色の B-C ないし B 屑を有するものはレンヂナ様土群とした。

4) 石灰質 a 非石灰質 lIl: i寸の混合土壌12) (以下混合母材土壌という〉は，非石灰質岩石風化物と石灰噴

岩石風化物の両者の混合物を河川とする土壌で安沖縄古来の分類の凹まじり 7ージ"の一極 iζ当る。出現

地Jf:は石灰岩に由来する H音赤色土若干と赤@黄色土鮮の主として赤色土亜群の分布する境界付近に 151えられ，



沖縄の森体土壌ー土壌の分類，性質，立地条件，分布および植生〔研究資料) (波小島) -123-

表 2. 今聞の沖縄土壌の分頴と以前の分類の対比

黒鳥・小島12)

赤色

ìTÈ.灰岩風化土壌(ジャーガJレ)*

砂岩風化土壌(ウジマ)*

長石質岩石風化未熟土〈シラチチ)

泥岩風化未熟土

洪福堆土

/ 

注 *:カッコ内は i，j'縄古来の土壌区分の名称

今 frjl の分類

黄色ニL~，，'E群

亦色系黄色土:rlE群〈新)

V グライ土主義群

グライ亜群

一一一一← 2 汽水グライ亙群
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帯状lに乙叫4恒百拶狭:く i出fιj~現見する O 分布面積はあまり広くなく心多 主として海f抜友高 5加O'~10∞Om の段f丘丘子t余 i仁二に J肉i込j 現ずる 1山1口)

i逃丘稿として残されていた混合母材iに亡出来する土壌の資料lは立きわめて少なく心，いずれも今i凹且の分類J法;左主;準隼で

は E暗音赤色土昨lにと合めるのが妥当と思われたので多それぞれの塩基組和皮に応じて，塩基;:!f~ないし)[1孟蕊系

豆若干の対応する土壌型として暫定的に位置づけた。しかし，この土壌の分類に関しては，なおp 今後の資

料の補ìJÊc検討に待ナこなければならないと思われる。

5) 黄色J'.東群およびゴド読[系系出赤色了iニ主主群 lこ，それぞれ 1 WrJずつに過ぎなかったが，表!脅土だけが奥

常に置換性 Ca 飽和度が高く， pH も中性lζj立し切らかにお灰質母材の影響を受けていると j住1とされる

土壌が認められた。とのと;撲は洪積層の上になんらかの原因で石氏質の母材が三次的に浮く准積したもの

か，あるいは表濯に堆積したゐ灰質母材が:jl]剥されて p わずかに薄く残存しているものかのいずれかであ

ろうが?詳細は明らかではない。 ζれらのと壌は今!日](tW定的lとそれぞれの土壌克詳に冷めョ土l主訟の段

階で頂期として (ca) を付ーして示したが， とれ色の土壌の分類上の位泣つ v-j も同総に今後の研究課題の

Aつであろう。

6) 表層が黄色j 溺で， ドj邑 lこ赤色二L屈を有する主主合二L撲である泊、ー黄色J:.12lは p 今日以亦色系黄色土

E計千〈新設〉に名称を変更した。

7) 海/1<.性グライ 12)は河口周辺のi4H<.の影響の見られるマングロープ下の土壌であるが， íllÍぷと淡水の

両方の影響!とよるものと判断されたので，今回は汽オくグライ〈新設)に改めた。

8) 氾灰岩「および砂引の風化土壌9 洪 ìTfi tおよびその他の各遺未熟ゴ 12)ば込稿 I[l(こ呉体的な資料が浅

されていなかったので，今[ci](ま未検討に終わった。グライ以群についても同様であー ) tこが，これらの… 1.撲

については補正t，その他の関連事項だけにとどまった。

3-3. 土壌裂の区分の基準について

今回は1*野土壌分類 (1975)1引に準枚目して，表周グライ jfミクìJ~ "黄色一í:.rlJi l洋以外の各土足以iì なしペノ1f_1Lm~1こ

局する各土壌は?主として地)1三に誌づく1:壌のぷ分環むi\ O)相遂によ「て各土壌坐ないし!N~.~~と阪分レたc

この場合!と各土壌型ないしillï.忍を灰分する基準の-t:11 となっている土壌構造については， {，:欠 0)二土壌型およ

び亜型の場合は以 Fωょう l叶主準会多少変更した。

1) 本二j卜一の褐色翁森i林土耳原』石刊1イ仕群?の B臥B 型辻壌 〈乾性褐色i森保 1林木土9 杭状?おJよび堅J呆j茶主状椛j迭主J巴白) !ピど土対 ιb 子る i川11'*1桐話F糾

の各土t壌言裳:で lはま?村:状構造の発達しているよ易会は少なく，堅果、次情J主が俊市している場合がふ校内である。

2) 本ことの Bo(d) 辺土壌(適iWHí褐色森林土(偏乾出迎)) Iと対比iずる沖縄の各土壌で A 屑に区来

状構造が発i主する場合が多心粒状ないし版状構法が発注する切合は少ない。

の み;土の BD 型土壌(適相性褐色森林二iJ !ζ対応する {lj1組の各ゴ壌では， A I箆 lと団松状 tllii白の完i主ず

る場合はきわめて少なし民来状構造の発注ーは見られないが，主として塊状措法が発注宇るじ

4) 本一トの BE 型'Ul (弱湿性褐色濃f~; りに対応グる j二述のめの」弓合と織の

傾向が見ろれるが，型状梢誌の発注は弱く， n凶ssive Iと近し、場介が;乙い。

5) 木 f の BF !YJ土壌〔混同一褐色森 1本土) 1と対応ずる沖縄のれ土壌では F まで合同 D1assÌve で p

長表庖 lとわずかに塊状HIi;立が認められる。

そのイ11" 前述 (3-2) の混合同けに 111*ずる土壌および友j留とだけ C呂が iと沼市な[)主主について I~' ~è , 

それぞれ形態的lζ対応する名土JJ長引ないし山型 lと位校づけて z 前者は (18) そp イ安否はー(ca) を付して

区分した。
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表 4. 供試土壌の断市形態
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表 5 ， (つづき〉
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り /j 、戸l レ I lí5 名波宮|市二伝いっ日託する言、己私)シノ I\: よJ析 l主!として

2ら m 引i:11 川l之 I口) J心!l仔陵疫よJi血主自;'，ωfρ 行"こ乙斗主京ね千什にご !山ふ呪す る t丸Jιω〉を!'込I己iじμ;'兆f

口必〉で 乙Aう、 t在色色立.一 「了引同lド川CキF ク必〉之円代Tた円!茨設 F目陪断1智がト而こ二し と干恥t つ ;に二 iは:な主お:検μ山パ1づT c{佳そ攻恋;す る Jて関われる く中島戸〕。
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遺稿の赤色土車詳の資料は J意外に少なかったために 2 上述の各土壌型[誌の一般化学牲の椙違およびとれ

におよ lます母材の影響などについての卜分な論議は是正しかった。 ζれらの点については，今後j早急な分析

資料の補足が望まれる。

5-1-2. 黄色土語辞 Y 

このillil洋は各品々の 111地帯において，未成熟の土壌から熟成した土壌を合めで，広く支配的[こ山現し多

そのほか，丘陵地および段丘などの IJ日折斜面にも広く出現する 12) 。

この土壌亙消は山地帯を代表するもっとも主要な土壌でP その意味では本土の褐色森林土亜F、ß I，こ対応す

るものである。また，以下iと述べる各土壌型の山地帯における山腹斜面上の出現地形は，本土のそれそ、れ

対応する褐色森林土亜f，'fの各土壌型ないし亜型と同機である。

このiJIî群は，ごととして沖縄本島では占生界の砂岩および千枚岩(粘板岩)， 右足烏では花こうお， JJ f_[ミ

界の千枚岩〈粘板岩)および結晶片岩p 間表島では第三系の砂岩，頁岩 lこ由来する。

との亜群で lU羽の認められたものは次の 5 土壌型および 1 _lIli.~1J!である。

1) 乾性黄色こじ(組粒状構造型)…YA

2) I司 (区果状構造:'1'1)白…YB

3) 弱乾性主主色土 ....Yc

4) 巡/1削'1- 黄色土(偏乾民型)......YD(d)

5) 適1引~-þ.黄色土 .....YD

6) 弱温性黄色 "'YE

各土壌型および亜 2}~の形態的な特徴は次のとおりである。

A。麿[;;): YA および YB 型土壌では比校約発達し， 多くは 5cm 内外ーであるが， 時にはさらにはい場合

もある。 YC~YE 'II~1土壌では A。盾は薄い。 A 層は YA および YB 型土壊では一般に葱く，。仁n1 }孔ドで，

時には A 民主を欠く場合もしばしば見られる。 Yc 型土壌では lOcm 内外， YD(のおよび YD 型土壌では

15cm 内外であるが， 厚い場合でも 25 cm を超えることはない。 YE 主主土壊ではさらに HL く 30cm;を超

える。

土色は YA~YC ~土壌では A 躍は主として 10 YR 4/4 (褐色)， B 庖は 10YR6/6~7/8 (凶黄褐f ノ

黄酸色)で，中心は 10 YR 6/8 (明黄A褐色〉でおる。 ζれに対して， YD(d)'~YE 2I'{土壌では， A~I土 10

YR 3~4/3 (晴褐~'Vこぶい武褐色)を呈してやや暗色をおびるが B 腐の色調はかなり隔が!よし乾性型

の土壊よりわずかに彩皮が低いものから， 7.5.~10 YR の色相で彩度およびI~j度がさら!と低いものまで見

られる。

YD および YE 型土壌を含めて，いずれの場合も下関への腐植の浸透は不良で， AJI国とお 屈の境界は明

:つようなことがj多い。

各 L壌の表層土における C および N 含有率はこ仁壊主主と関係なくかなり悩の広い畑違がみられたが C

合有E容は多くの場合 6~7 96以下でp 腐iTI主の含有率は全般的iζ低いといえる。表層土における C/:-.l比は

同じ土壌111出でもかなり大きな畑違が見られたがp 全般的な傾向としては， YA , Yn>Yじ>YD(d)>Yll>

YF. )\~土壌の n闘に減少をしているといえる。

CEC はミ砲の含有率と関連して桐迄がみられたが多表層一じさは 20me 以下/100g の場台 íJ:~ ?7く，全般

的 lととくに大きいとはいい虫色し、。



jl "j-l間の森林し誠一 L技のう 佐賀)rJ也条 f'j:~分布;およCltif究資料) (政小島) --141-

投i生く;呂ょこ日 Mg ftMGl主ヲ pH および間決般J庄はェ壊ていおよび付利の kl庄の影響をかなり明りょう

iと以ひょしているといえる c ゴニピーついて r七/) ~-:: J 全政的な傾向としては YA ， YBくと YcくくYD(のく

換液!主力減少を示してい

また， jヨ討のこっし\ては，土lこ手1 J.ズ告の詑訟を強く示している P 42 45 (Yc-(ca) 型

乾'1'1 主より土γ 去にもかかわらず， <友日r 仁だけは l';'lj)~ ~l Ca 会拘 ißtおよび pH が

pH ú)JJiI , Ca および M叉飽何度;ぼけにんYD, YE ~_~{土ミロコ II~Uじ

る U

、二と，主

かなり FITf再三とでけ"t Ca および Mg 飽+n皮p およひ'It'!(山引に IJi~~する P 42 4.8 (Yo 今jみ〉 とは?

おお;ご守系砂岩 lこ lti;jこすとj ニ!こi創立仙の iU j;J~ど rlJ卦とする ~wl じことり ζ る土壌と比べるplI ;Ò l ，ト，'J ~.- -ì とと p

iH' の三併をノJ' 当もよび記長 pH がいことなどの諸点心p全 :ζ

。そのほかラ |ふ抗Jζrlrよいする P 42,)5 (Y D(d) 二域〉および P 43-42 (Y E 型二仁民)も，のと ;4えられ

が白けされるコらの j一日がかなりIì五し， (二7 

C,_ と j一七べ1¥.1j I二土民こ叫する一日、J'l/] 1 と IJJ米す

メドパ品企U上述。_)~~h色のjヰー仁 J袋主の化守:的

とれらのねjヰはかれらのお~jr!i と|口1泌l乙二ゥて J旨jfid3 才1.fニ諸点と I ，'，j 肢の傾向会してし\乙よいえノネ。ま fニ p

，地 Jr~的凶子の干による土擦り撲のペド分保泣ω1mさ ω影予舎による j詩集および渓見切り ω良

/与えられる。たも ω
>

ンJ塩L~o) l1干しとと夕、およびこび)lr1u tJ O) 祁L[↑'1:件j ぶっても

r'Y め:色2LAJI色土 iibγQJV 

ーに
け

，'i'や ω 二十ぶよづーソ 川氏的 ιl 〆 J三段以叫に二回υ)j二三.J宇治|

る二iιクトゼ" 1 とがiえ台、した似桁を?その iご;'\]) {こがJ~二 I 仰がわ才L，変色 lド〉ι係ω笈色

ノ今こしばしば 11. 1 1: ちょした。このぷ「ω l:擦の [11 とちょ ωι三さが約 30 以上 1m 以内())ものを、

じた。な} ~t~色/ にぷ色l系土 (rY) と lJ9 比色 i二お主び赤色土if;;. !I干と lヌ分じて11)(打fJ.:

れぞ予ャめるこ1m には色 !_-._IJE~lr{ ，~三30 ぷ泌のものはとん\色一 ζ3さ

, J 守
、ノ 1_ 。

j 

災此色[一泊と下lúi ()) Z.，~，.~{(~二仁 I;:]iこ;際υ 多ケ7川 iL主将 γ イパ|一ずる訪台がしばしばこの '11メ下戸

コよとのの, ノら A l と，.1話会えがドトまJどなコブこ弘、 .1 さみらオし

うイベ合同な;ノ5係ノられなし品企もかはり認められた"

この下で ι 認め ι れたも 0) 欠の 3 1 お上

f吃ド\:.~'J、色泣色 l:(!日り副ノ江主1.) ・一 .rYB1) 

rYc 赤色系立土。2) 

rYu(じ〉、色系式ニ色上乾3) 

活ì;i-r~ 'i".J ッ，1)、 g~~~{; l~d~~:+ 

デL1í地ふり減計(こ Jむ J}ì づ7ノ Ií:阪池じ己、ど七じjをノご川l土

る。

こ、るつしかし，(5-1-2) 心配色苅必タミjミ川

と 1~~1 旬、土淡く， 10YR4!4...5!6 (褐色/~I~j褐りの， :!~l色 j二作とで汚染さアノしてし\ろ

Jdう「丸 !rO){考古を反1氏しi、10YR 氾で立チーするが，
ノ

f'.J " 1(0) (1) :HJ)i!l'二戸ど

場合が多いv 投下胞はいずれも 2.5 、 5 YR 5/8 (IITJ よ沿色〉

きわめてJ庄日一νつ"三位I である。i (A むいし A13 ぷ〉はトく，史どJ点でヲ

て S 7. 5 YR 56! 8 (IJJl局、{0J
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J九ヰ壌;21の化学的性質は全般的;こ前述 (5-1ーのの気色二ヒ illi JJì: 0)対応する土壌担 ]，，j段といえる。

5-1-4. 表属グライ系赤 ω 黄色土研群。..， .gRY*ll

との 7日;洋は表扇グライイむおよび灰白化の程度によってF ィ欠の 2 グノレープ， 4 壌タ'1(こ区分される。

1) t.z!時グライ[ロド@黄色二 .， gRYI

2) 弱表屑グライ化ヶ!J~ $黄色 J. ., ..gRYrr 

3) 表層グライ灰白化亦倍黄色土...，.gRYb

4) 弱表!員グライ灰 r'=lイ1'， 81" .泣色オ ......gRYbrr

gRYI および gRYrr 主rj土壌はよさ:烏および7存在12) の逃減氏自 -1'乙赤@淀色土!と， gRYbl および gRYbn

fJ:ll J)創立 j天日化JJ( • 黄色と〔強度， '1 ' 皮，弱度) 1，こ相討する。

3) gRYb 1 .;:s よび 4) gRYbfj 坐 l二壊(以ト gRYb クルーゾ(岩国グライ以自イじが~ J克己工グノレーツ j

と総称する〕は)j ，i，ーケブにイチシャと 11子ばれる二i 令壊であるが， ir� ~Bi本 J3口〕中 .31'， ;':1;の悶頭際「砕を母材と F

る段丘，丘陵j也の綬斜InHこ jムーく 1'_U~J~9 る。

1) gRY J および 2) gRYrr 主土波〔以下 gRY グノレーア(友Jç~ グライ赤@友色土夕、/レープ〉と総利;1-

る〕は，多くの場合 gRYb グループの il\~はする地域内の、!とi旦ないし微 11 !j地形の j;)I:;J<条内この比較的不良fI.

j会所 iC/J\I11Î tliを llj めてとどl刻するがp そのほか山地の九ふj~llfúの ]n] 伎の粂(斗の所[こも小南fl~lt泌する。

gRY の代表的な断 i白日は p Ac 阪はとくに呼く充J主しないがp Jよし色マ gr己asy な H 騒が J[;'.J!.Íよときわるこ

こが多い。ョミJ迫 t は i肯}_)(色をし ， IJ\径の)尚jH干しが多く見られ多 こ 0)デしの)北辺 iこま(1 欽が多くがJ氏

される。 B)爵 I~ ，i'i[í CBrg) は以 ;ttl~_~/t，・び， }klきイ「↑J.X[を合、み3 長(lí 必;':.妥く見りれるが?下 )J(手ど減少す

る c l' Jl'tii よ j天黄色を与は~る B2 凶かりラ 民じ i 也とィ足以jミ褐色の網状支fぞ i止する BC;国におい。 仁再は会沼

-;:;l.-T ;.アヤ J _ ~_， __-rc 
ヲ、 A冶';0 !::;:>任~\-C ， maSS1V巴 p l4j酬は芦こぶる汗fさある。 以上のように?衣料グライ íl::こ伴う特徴がぬ若

lこ認められるハ

gRY グループはlIcg 濯の均速が強度で，弓状をき〉する gRY I 712)二袋 ，没で斑状を.'止する gRY lI

土壌に区分される。

gRYb! の代表的な断-j~-i*2)では曾比絞がjV;-:(い Ao J昆とくにお j議が発注する c 拡質土腐は会j脅 massive

で，ち需であるが，制大tJ.縦の包裂が一 u戸iのj京まで先達する。ま fこ，表)百 :\1\iCk.1i.状ないし1ì~!.1~状構造の

見られる場介もある。 Ao!rヰl の Fiとお憾で汚染された青灰褐色の Al!国が形成 7，'-L~ そのドピ灰 ['1 ないし

汚灰色の A2-g J琵が形成される。その日 Fは黄色部と灰白郊とが斑状を 1えする抑i1多j蛍的な状態をノjミし， Ji民

dく下滑に i白lかつて黄色味ないし山色|沫そi科大ずる。投下回 lと i立法灰黄色と濃赤褐色の網状斑が見られると

とが多し、。多くじっ場合亀裂Tíiíは腐慌によってとげ茶色ピ J日色されているハ 決似;は lh および Arg 騒で

*3) 
。は認められず， Bl 恒で~)ずかに認められることがあ

ヰ1) ζ の土壌に尽する土士査については， 今日!日己主した以外にも lii .小ぱによって惚告されているがp ノ今回は

林野土J会居時文民〈 3)16、に記載した襟械的な昨ílll にとどめ，その他については今後のお ζ待つことにした。

今の P 12-26 は図策 u::J I*Bli 8, P 42-14' は町駅前 7 と|司じごある(制。

ぜ) 以前の報告3) 13) 1 4.)さは， P 42-14' (gRYb 1 オ犠)の断ill形注の記載にはがあったので，今の表 3 (林
り土壌層拡庁 I!%l月、τ( )16) の Profile '(から引用〉{ヴ'T--:. したとおりに修11 する，なお，以院の報公における A 店
刊のうHiiil'J(ま今回の~~Vi の A 2-g に 11I75 する(精。

バ1〉 小出ら 9) は土地分、党;志木(1/5)J) 名護図において， この土壌平に j高ずる:判明治川統ωI二壌につい~て， と

の上機の下 Iζ 泊、ノニを行するものは A2 耳界ω ト lと円 1泌を多く閣が日iJ般に認められると土がy く宮
路な溺と?には機られるこ止もあることから，災関と F問。〉赤色副主主主なっ Jこ昨日物ごあるとの見解をか

しているつしかし，今川の造ではとのような主く心されてい心かったが，この ω倹司は今後;と伐された
問題であろう。



;:, }l，~苦心主主ハノ仁lゴ一土壌の力対， ユ'rJw.条 うJltJ およびィ ~j 斗 O)I')r(M~I) (&~/J、一一 148

gRYh グ l火!こl 却J) 1 ，:rr1度目: gRYbj ~;れなで tヌよる一一

gRYbll 土壌に区分される c

gRY ，お よび gRYb の I ， I'Î 夕、ノν ゾジJ 一般 I"'jな山J手人は:まjバJ紋ω似し、 !ijj りような HìJ.:\とは~J.

られないoc fbギは Þì--g iよい L A2 只]じには 4_ 96以ド ζ!且;く歩 131 g なしベノ B1 凶?しバこ

L 
, 

仁ご V! "どIIW)(Üぷ卜

をノトしているとい九る】

してし，乙と，コム') }\15，、 がめて不良な l二と

CEC はお二どはいずれもつ、さえ，ノ(r;:I)分か 10m2汀 00 g )2).ドとある? :)之、 i色汁 ICa

よび郎g 包立は/j'三時三 l ドJ に 11 \ 百ど， また， pr] も ~E く， \会 I会れを三してし 1 る。 ìし/カか、 tし、 オ木i一jcο));ポ:戸ミ iドゴソゾやノルレ(化七

上 t扮抜言支;ト‘ {と く 1行にfζ 力形l伝三♂λ九古句丸ミも灼!

I史え， (じa 寸 T什 ε) i 土 ，'，川!日lJルし 、

5-乙蒸怠土草寺

バlぷ ζ おゆる，'，I，{ {i\土のじは円、色れと自ら/rtτい Iこがョその分布はきわめ亡まれであるしずな

ら， 出品ノ) "1:陵地ω 1"，)1:，主1î~h{) 1-1 !~;にヰる火山氏守山 (P 68) 三[fLí 背

l~Jj (Backrnarsll)ν に J、って，1&0 れた/{1J火山 υ'){沙淀川 IJJ点字る♂、上必 57) が，

を) .iJ<ì Í:ll 松ノてし、たに _;~~1 きむし

出(こっし、ど(よ2良行らS)ζ~-)!"、ては UJ ~二よび

!L'I は表 3 r , 5 に悦三日ペずにとどめた c

5'<i. 場赤色土群ミ

このえ刊には Ijíjjji (3 2) (!)J. ノ火主

J主分(1975)171 で B 之社以fJ; ぇ;ョ十 Mg 白川 509ö

て出 1;-:-， てし 1 る ω

とに 1[[>V 9 ど;乞のが台三 ;jl 心。 中本 i計 j

lJ -c, JL1~、系およびムとli i} "iJ~ イ

にふくうナされていぬ c ヨ i 以ギJおよび 2ど l j-~:~~. ィのいずj しの何十こ FR 次寸ぷもりも B ム尚子女性心乱

トM日 ú引;'1瓜 l わJバホ'\01: -~'L~ 去三J\ し，こわ1 っと{、りえつけ lジれるれ， .'*~ となった υ しかし，余以

な @riりとしては?マ，くれに件I;'.j(すど〕ものは臨みた長め、む Î ずるものがさ二く，訂正土手:ピLi;

ノホずるものは μ ミ II1'i/.iJ、こ同 j るものが多い、

訂版平， 1つけリ〆己モ i :t ì亡しして "のふ以ノド引心:る I!i

またはE:lj，変心誠j、↑:!J I :::〆ていみ ーンU' ーに作目点心(こ，， 1:':とオ心も心はとと Lノて{ ，Jf..(，I ，'j お

川氏 ιμ し丘決υ引立科 IÜj!こしていふ。

.フ山 I" ， í fii 村に HI ずる 11[\礼、色分市いずれムミじといで こしと平Ij; 1Jオ L て V \と) 1何台

i)\ ぶく?トトjll' となって(，'1 :三 )1;絞ト、い

~ J 1 斉 JJ、ノι---pD.l{

心 1 りは次のおけ、 め f~~) � 

1) 人ょ系11 ì'(ゥ，'-、[ (j 日中止ヰ.. -eDRn((j) 

2) 泊主系はJφ eDRD 

. ~'f l~_) し i Jこジ 5 y}( ())f~ モノ又およ

三 lター!立し、ず"も 'ils < ，よ矧の しラ B まし\ずれら 5YR4川(州、持!ム)古川没ふlJ

1三↑司、ずて， Lノ 9 ↑イ (3 2 ゾl的ドiJjヰふこ、j:) 一 I j災

と!浜一 jζ 1 í)i l; に J~~ .~すな P 4'2 65 (eD及、CllAOdA1f; は lOYR の十11 〆去:止し? 日
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lと明度および彩皮は低かったがヲ Eう層下i市は 5 YR 4/8 の色認を 11 し，赤色土並鮮と i二述の石灰岩に山来

する塩基系陪赤色オ亙若手との中間の濁った赤色を呈していた。

一般的な化学的性質については， 表層土の C 合有率は各土壌どとにかなりの相違がみられるが， C/N 

Jtは1l~14 で比較的小さい。 CEC は腐植の合有率によってかなりの相違が兄られる。表層土の置換民塩

基の飽和皮は，石灰岩に由来するものは Ca 飽和度は約 90% なし、し 100% を担えるがラ Mg 飽和皮は 20

%以下である。 ζれに対して，安山宥質岩石iと由来するものはそれぞれ約 65% および 30% で， Mg の比

率が大きく， 下回土ではさらに Mg のl七三和が増大している。 これらの塩基の種類および配分の特徴は，

ほ村の相違の影響をノJ;すものといえる。この!日比干のいずれの断面の各層位も微酸性~微塩法性を呈し，わ

が留の森林土壌としては pH は著しく尚一い。

P 42-65 (eDRo- (ls)) はl)féし球石以来f と rLî生WO)結品H子岩の混合母村lこ由来する七壌であるが9 ・般的な

イh学的ゐ質はt\~A~tt安山岩 lζ由来する P42-47 とほぼ同様の írlbを示し， 上述のような安山右一質岩石 lこ由来

するものと同様の傾向を示している。

5-3-2. 非塩某系暗赤色土E苦手 .....dDR

との土壊ijJJ群では次の 2 土壌型および 1 iffíz\~の出現が認められたの

1) 弱乾性非塩泉系治赤色土匂 "'dDRc

2) 適riihJ t'l:;;lド塩基系1l1:fhJ^~色土〔漏乾t由奔リ )......dDRo(d)

3) '''dDRD 

この土J装束訴の !C1Jで安山岩質岩石 lこ出来するものは，…般に A 属は 5 YR 3/2~4 (滑赤褐~II青褐色)

を呈し， n;~'i直のために暗色味が噴い" B 屑の晴亦色の色調はかなり I!I函がjムく， _}.j6の石灰岩 lと由来する

eDR .~干[群と問林、の 5YR 4/6 の fl音fi'，iJ，fミの強い色調を呈するものも見られるが3 多くは 2. 5~5 YR 4/8 (明

褐~赤褐色)で，明度が{惑し溜った色tiJlilを2'~し，赤色土iJF.群と上述のあ灰岩 lと白 31ぐする塩t，'l;系 1I音赤色土

亜併との中間の色闘を丞するものが多い。また，石灰岩に由来するものは， A J\~ は 7. 5~10 YR 3~4/4 

(褐~暗褐色〉の色制を思するが，下 J員二じは上述の石灰岩 iと LLi来する塩主主系情赤色土iíEîilfと近い色調を呈

している。混合 iiji トオ (3-2 参照) (とJl I来するものは 1 例 lこ過ぎなかったが[二述の安山告に由来するもの

とほぼ同様である。

いずれの場合も企j醤埴貨で，堅省な土躍を形成している。

一般的な化学的性質lふ C 合有率は各土壌どとにかなりの相述が見られるが，多くの頃合表層ニとでは約

4% 以下で比較的低し CjN H七は dDRc たL壌では 12~19 を示すがz 多くは 12~14 で，上述の塩基系

暗5l~色土:cJ'þJ;手とほぼ同様である o CEC も C 合有率によってかなりの相違がみられる。置換性 Ca および

Mg 飽 Frl度はヲ安山岩質岩石 lと由来ずるものはかなりの隔が見られるが，表層ニL ではかなり目玉い{泌を示す

湯?27が多い。いずれの場合もこれらの伍は F居に IbJかつて漸減する。とれに対して，行灰岩lζ由米するも

のは，叫す見出 Ca 飽和度および pH はかなり(止し 上i1Sの石灰岩舟材の指誌系暗赤色土の場合とは異な

り， 母材の影響は認め就い。 との点については， 洪積!燦居と f;iü求石灰岩の混伶母材 lと出来する P43-6

(dDRc (18) 型土壌〕および P 42-11 CdDR(d)ー(1s) ， (ca)J も問機の傾向を示しているといえる。また，

P 42-11 はさらに表桝土だけが置換性 C乱飽和度が異常におく， ほほ中性lと近い反応を示しているとと

はp 前述 (5+2) の P 42-45 CY C-(8) 型土壌〕と同様i乙 表層土はさらに石灰質ほ材の強い影響を受

けているととをボすものと考えられる。
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[)-4. レンヂナ様土群〈新設j 包 E …混血

~:I ]_1測の石灰岩岳町村とずる 11，'ば白土の分布域内;こは雪 lI ì~色lÿこの山:い j\ が法 Lノ， B 胞をくく AC

!百 t\'JO) IJ~{や p II ，J様の Aμy川、こ主拓の B 恒三上 fこ B-C イ)ヒ壊 点ィυ あるが存地

に殺さ5 くす〆る η

のような J家は今凶(:t F'1 日および二科書 3) の以 I]ij の矧 にーしたが /ンデブ保としてrx:介

""-，、_0

今 1"1 IJ茶 1;下としえ一 nG , L!麗(，Ï)?)日 i 見守" B ts. いし BC のこぶぷ民うわな

かったっ

の 1二Jiltl で Lllj :!}~~j の;忍めら i~L こものは次(0 ノ1 および 、お必。

1) 乾ぼ v ンヂナ様 l二川IIl'r:iK檎泣)'，'0 ‘ RJH 

;削1刊

:l) ;品レンチ、ナ様 j .I<nD 

4) 日付jら!ド l レンデ、ナ ;j主ゴ .Rnr. 

5) ì!ñl性 v ソチ、ナキ王立:… 0 ・・RnF

との i!J で RnA， RUE および RnF 壌の出現はきわめてまれで3 ノに ;\1):ナは HUD(d) よび Run ェ十一

ナ楽であった。

にの土 ~C};'~~-9 る一1)刻 ヒとして木石ノrJ(-おから fムる段l;:~ 日陵の平土rliJ いし泌斜「併などにD灰

岩 Jと LU ~~~七ずる託，，~基;魚崎赤色ごL~tjji7t+の分布成|付 iこ点状によ!玖る均九 一兆;正地形。〕 ιI~己二訴の石氏也持

の主主Jjj己などにも!['， l]';íする。

般に~ Ao J廷は ノ γ全域
\ーツいェ主.9 , 表 ít!1土 5 YR 3/1 (浪記 l'o) で 9 一 l叫しく系主主味の色をイ弓す

ものも見られるが，大部分は 10 YR 3~4!2~-4 (込褐， Jl t~~褐 3 褐3;ζぷいえ;トr~D) そJ足ザろ。いずれも

虫繋が多誌に:認められる c B JIH~~欠く ;'\-c 民裂のものも見られるが， 住 5~-lO YR

4~-6 (褐，武褐， Iとぷい茂褐色〉の fうないし 1う C 腐を形成する思iiù1多い c

また， 11 f_ 1]引はきわめてまれであるが9 ニ[二J(号が浅く， *r~(乙 l岩糸引民の光忍した l{nA )I~ UJたや多谷氏ヰム

担主IBO)故I'!I地形などにはトーJ認が還元色の色調を41 こnこ RnE 担士九 ド閣にム:克也のゼ壬たおよび

Mn 結咳がけんらょにめられる RnF 辺土壌の W，J!;~も認められた。

この [j表群の一般的ls. 化学的性質は次のとおりである。 治ことの C 合よJ'fçiま迄えごとにかなりの川

~が見らオしる刀 じ!N 1七は 10~13 でかなり rJ\さく， 弐ilA 担土壌卒 ωニ!壊にもか、わらず 12 子ぷ

し， 持;性ZP!の二としては主主11~ ~<=/J\きいととはは: fj に値する。九九立の出版 c旦泊三1 !三/よ RnF よピニ[→与

が 50~6096 を示ず以外(ま， パずれも 80% J夕、」こを示し， 10096 を凶える広J合も少なえなし、。 とオ uと丈JI_，

て，汁剣i~Mg 飽和 fJ~~まい fれの同位もiJ五心 2596 I日J 後が上 I-~えである c このような:吐挽点的誌の状態な

ぷ映して， pH (H20) :;t l(ilF型土壌が(i.l-~6φ2 を/:(~ :ノ λ:以外 iお いも 6. 6-~7. ちを回示 In 微依山~

{1\主 iお蕊ドi をiE し唱百限~ í'喰])[もきわめて小ざい。

Rm ノ土壌の出後判 C品位勺[主および pH (H20) がのことねたより民い ζ と c社 0) {i';!];Î， O)注1 f!デよる

ものか，あるいは呉ω付の泌入によるものか2 2 つの Jf;j合が与一えられるが3 このゴ必iでは各ともに)[:

石灰質岩石から成る小ド.l lì来宅pfTんてミいたとこから， 3~.-m ほのけ4入。のみもが大きいよ?に二与えられるつ
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6. 

j中町:tl，の主要な森林[:壊の II~MIの熊!こっ川ては9 jーで fC河日および士主者呂)によ←〉て慣行*1)されて L 、るの

でヲ間報件を参照されたい。

しかし，同報flJムでは変色;仁i1F併以外は供試試料が少なく? る

に lふなお，今後早色、な資料口〕情J?が型まれる。

よ

沖縄の赤・景色;二日午および晴赤色 L訴の港駅主;えの形態については， すでに白川および筆者13)14)判) ~，とよ

-，て報告されているので，司報告を参照されたい、

しめ〉しヲ悶報化では供7式試料が少なく，まだ，沖縄の森林土壌の治政鉄の形態ネ把搾するために，仙の

土壌詳:ßよび互lî.jfì;をも会めて早急な資料の補足が望まれる υ

8. における と 。地質と

i中綿 IC {J'， J克する主要な森林ニ1.壌は Ilír .ili (5) のとおりであるが，各一1:壌鮮ないし土壌ilti詳の主要な島々

における分布状態iì ， 前述 (2-3) のそれぞれの島ごとの出形および地質の約 i主とも関連して， かなり明

りような特徴が見られる。

沖縄における地形および地質と]，要な i二j裳併との関係については込CVO ) によって各自ごとの特徴が詳

細 Jと論じられているがp ここでは各需ごとの[_壌7fLの分布と地形の珂係!とついて概要を述べる判〉つ

8-1.沖縄本島

;巾組木品lと附}~する+:要すよ森林渓Jむ赤@黄色二七1:1二 11背ノ赤色二日Tヲ ν ンヂ、す様土鮮， グライ土壌訴お

よび各種の未熟土である。

8-1-1. 黄色土

1) 赤色二j二回君、[

この亜併は主として嘉子納以北口〉丘陵地，段丘などの特泡の地形 lílÎ!ζ集中 i(')iと i~，刻している。また B 一

般の llrtf!lではかなり安定した)öR拐にまれに見られるに過ぎない。すなわふ島軌に沿って走る脊渓 wltlil

の向山 lこ広がる段日や丘陵地lと 11: く分布し，多くの場f今海玉約 50-~300 m のi也l点の丘陵，段目:の \!!.JJ1 Lm

をどこし， l" H:'ill支の海*Jz ，与の 1I1地肘) l:l--，絞 1'I':l j也形の![比三した凸苛')綬斜 Tílílとも HP:兄しているの

しかし，との怯併の出現ずる地形而は機械力を利用した?[二業がhわれやすいために，太郎分が農業地歩

米1) 以訴の報告3) では， P 42-85 は RD ~ーとJ震として夜分したが，今回は dDRo(d) 担土壌に7おr:したのまた， :(Î灰

去に 111来する DRD-ca 吐と壊の l:J で， P43-301よ休幻土壌分類 (1975) ユ 7) の茶廷によれば dDR iJE訴に属するが，

その的はいずれも eDR 止間半に介まれるつ そのほか P 12-]A' (gRYb 1 ~'\J土壌〉のl日刊:の修医はがi述の (5-]-4の

Ilj仁n のとおりであるうまた， v_lLt之島の黄色;旦の母材は祭主系の{がおに修正する。

火2) 文献 13 ， 14 の P 42-]4' (gRYb 1 !型土壌〕の「山立の修江についてはεr)iJ述の (5 1-4 0コ閃注〕を参jf({ されたい。

また， P 14-1 (Rc 十ー壌〉ロコ L;J材 l立与生界の泊除、:t;-およびチャー卜 lと修 iJ二する σ

*3) 筆者は物政i目立 r1tHこ各オ」裳を林野土壌分類 (1975)17) によって存分~1を行っていたと辺、われる。古iJjj; (3 2) のよ

うに，今筆舌はf芝山守笠引は材!と ín71毛するがJ~;{~上を時t"Jべ色土11停に移していたがp 法協の前述( 5 )のえ]二主義群 lこ
関する節[では分ナえによる修正は米光了であっしたがってp とのJ;' も修正がぶ完了のまま残された可能性が

大きい。漏出今らはで告る長りの修正をったが，なお修i正探れが銭されている 1可能性も少なくないのではないかと

思われる〔編:汗〉。



森、仁 i ぷク-J' 1!T び和I fi-fil汗

l くにノ J イゾソツノ/知ii71J て FIJ)11 かれていどJ このに そ '11Jポ I! ;_/、 P させておl

, fl>(，j;} ふ;た:めい， とのの分ィhはきわめてい 1:11与とや~えでい

2) 企'd 可千

こ θ 土 i 子市内川 jじの!仁子山いえ:戸、をけれず之内~:' I"J ~，こ山政l している刀、 その( íL上-也や「交正の

|日付斤 l白1- 'I) 川~，T し、る J ，よIhljl?-; けれよ J土、納町にえる子定 ;]IJ，' I はほんど占ゴ

IJmじ，とがる段 r~~ ， l� 1\段![i;，の間十どて7よ(てわれ， さ ι;じ ;f:.i\ドド hij o.二 l_L[Tl包ゃう

必I~~ くとし、 F 才).. +J -，ì 汀山が介でごし、るノ

} r!~l、部内ハJ のずl必 ilJか マ，(:決以内ら，j人也がJ，;L I ， :j じのれ

v)丘陵LUU長、 I 也の IllTI綬斜:げに l 士、 一般日!二ぶのがb)~ ~)がのよ也では支じ

が !]_l!Jl~i しう Q)ユおひにはド i ご川、 11，)]i¥ Itの l日司、は会く fこられない。

3) 系:七三，二

この山i半{土リ1，の 1'':'1後しJ)[II)自に [Vピヨふ。 今
\

I

ノ

f

、
i
恥
引vγ
 

一
ノ

八Y
Y

九

JtIJ ('lJ'段，千 ) 0) (て三戸ノ多く 1 ノラ 1: はI!，では IJ~IIω山政 300m ~スにの 点るいはれョ日

く τねしている"

。初グァイミ J1; ⑮

とののうナ行J はお十三がい l!))!':<_ ド r:，と1:交ごいえられ. ぷ色がじIl(]i とツf {fJする可ワ自殺 μ ら

!&石段や p 丘陵出ω、[，却ないしと斜 1mに θ ずる。との ~ni貯が lt ，j交 [(1;五く分市しているのはもゐ民主ト!の

の LIJ点筏判 lliíヨぞ、i 1七から伝静1) 村 日ヨトj のj己かり名/;， II~ 剖ら λ ，)ぉく刀、

らイう;名， '4，卜七トからけての谷Jti\の千およワ丘陵[ヨロだ r千:および iγ

険泊， WD'交 111 ごと主主州の i!J;と広がる丘陵よ仏 子止と辺と丘陵了j1J， 名ば刻印;'(0) J泣ある

が3 その他0) WlJ;<~の一段Jt~'\)段 l三でもノトゾ分布がi泌ゾ7 られる n

;ijJ組本 l~，\Q)網のjえ l;ーや日除JitJ:で，日立ぐさ (J火日

;j 1J;二筒 i1i でも ， Iド川子!主めの ~~[IJIやお殺す京などの見られるぶう iア 3 jzl 山 :1 はと 0)_+，

渓 :1[1群が n1i ロJ していた主芯 1 しふ出もかなりあおものと l心わλL ぷ c

その(出前土い帥 ζ分布寸る山よ111ら?でも‘ 三三!降ベ

IT:などの 1'1: ィお忍斜[日"ム、どには卜立でばあふがこの二{杉山 二く

乙羽 [11 などの j_Q双料ヤ川;升iお

グライイ1>(: 'と(，5}えY

グループ〉の1'，弓lli川正められ

1 乙 IIF'~:/J、(ア" [!'f ，t よ三日レンヲゃづ

止本民ンづるコノ今日/ÉÇI，土， J' ，ごしてノf7M11 に It するぷジよ系lI i';1'I' i二ご二iI日あく"0 {片山本位「の

，-6花沢は:泌 ff!'，i: コ iLl_ j '1" 了見られろ 1 iltlHミマ氏、 るイ(以下-:- J二，依 Ujのと i- U

したサンニ( !t'.~O_)涜ぷ a よる石氏、ztぅ

7 しりの+:])(宍 [ζI11 斗とするこ|二 1袋ので司 r ンチコナ絞土昨 l 土!，といて j主流之 i ー
斗
山
刊

ム
I

lζウ引と兄じてい右。

手百亦王、!との I ーに I 兇〆引ナる ;1 1 司令いよ心不こ ミ!二峨;ん不問、l' 九ωIlf}と↓[1.[主主

成守る付t?:{Fî- ， 交利 I などの U-j~j~~ ， ソ三ノ|品村Fìl) 三十三江JJのよのJβ戸山ピトト現ず

る。段および丘陵j引と現す!して陥石灰店Jこ おミ:二，手三三下ラ 嘉手納以の I[J ・

出の-h J出:三広くすろほか，じでは本部γゐとも広く :1 II j~r~~ l ノ 9 よお以l'ii J)海岸;斗し、の設
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にも点々と認められる。

段Jほおよび丘陵の平坦j自や緩斜面は， J也来Ij的にも地形的にも農業に有利なためにほとんどが農業地とし

て利用され， 一部ば軍用地となっている。林地として残されているのは急外国，段丘定，主出の浅い尼恨

などである。したがって，自然土壌としては|述の山地慌を除くと，個々の地域のうう布規模は小さし線

tたまたは4点、状に!日=0~しているととが多いっ

また g 石灰去に山来するゴド邸主主系暗赤色土illî.群は， 多くの場介t託基系 11音赤色士~1;下と混在して分布す

る。 ζ れらの非塩法系暗赤色土i!f!洋も，上述の杭基系暗赤色土ilJ.î.Jnと同様に主として農業地として利用さ

れ， ，J*地の場合は少ない。

そのほか混合町村に由来する暗赤色土問!と属する土疑l九本iilj ミ!こ 1日およびl ↓j111 のイペi灰岩lと IIJ来ずる塩基

系 11斉赤色土民訴の分布する段 fモと，それより L-.t立の赤& 1fI ls土詳の分布j或の境科付近に帯状に分布する。

8-1-3. 各訟の未熟二iι

勝連半島から糸満市lこ:笠る r-Ìl 0 南部の任i凌tiliiこは， ~中ド J新街世の泥j灰夫j守t庁fから j成j戊立る;未伝熟二土!た二()汀7言でジ

と i呼乎ばれる)が広く分布す弓芯〉がP との地域は古くから農業の 111心として利用され，干，I}，<r白はほとんど見

られない。

その他各地の海岸にはサンゴ礁に白1とする石灰岩質の砂地や， {也の非石灰質母材から成るír:ÞJIQを形成す

る砂度未熟土が見ら tc る。

8-2墨官官島

?古 dJ 島には I奇いはiがなく，ほとんどが海抜高 100m以下の低平な烏さ，コ七 rfliíから市取に走る四条の尖 J'，

部のj司Dlllこ!段目:や低地が見られる。

この昆は(21新世のj作活告を基般としs その 1'.を琉球石灰岩が震っている。ほとんど全!誌が琉球:;n Lえおーか

ら成るが，断片的lζ 岩の泥灰岩，砂1':， J:'l:岩などの露出地も見られる。

この主主で出現の認められる主な土壌は，赤色土illi群，陥一赤色 iニ孫p レンテ、ナ様土J11'および名極未熟土で

ある。しかし，との烏は平坦なためにほとんどの地域が箆業地として利用されp 森林が見られるのは四条

の細い突山部と農業地との問に点在する防風林および海岸!;Jj風林に過ぎない。

1) 赤色土illi群

乙の土壌互主群の出現íX'i所はきわめて狭し第三紀層の基宥が露出している島尻および;有静闘付近， (1 川

7](;原ヲ1iìi Tj~などの段巨:Iと過ぎない。

2) 府赤色土群およびレンヂナ土t-r

この島で見られる晴泊、色土併はいす、れも石灰岩に由来する塩法系晴赤色土耳間である ο

この出を主主く四条の突出部の土壌は]!;岩まできわめて浅く，

オ ifii群がíL;く分析了しているの また， レンヂブ 4松様J込之土古詳半はとれらの3突ぞ J山↑竹1 古部官の 1百却;甘と寸「広立が石ヰ半乙j氾旦出I凶尚H前i や， 3突E!川i

iに乙見られる谷E辰主部の森1林一7下ご勺;こ点在[的巾削lにζ見りれる C

3) 各í:llの未熟士会

ーと述の汁_j ~l吉本島の場合と同様i乙サンゴ鋭、 l己 i討来する石灰~1:1 0)砂賢太熟土が ll~hの P;í辺の海浜lと認められ

るが3 とくに下地町南部および宇部副湾東側の海岸にはかなり広く分布する。

8-3. 石垣島

この島は斗1.. 北市が沖縄最高峯の於茂登后をはじめとすーる山地および丘陵地で占められp 南部は広大な
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段丘で内められている。

地質は化こうどじ山 f七兵のJ仏政岩，変成岩， zょ:山岩質街正J ，あるいはこれらの時j荷物を+とする段丘治

法物および琉}求l'� f}<くむなどから J& る。

ζ の品lζi比三J~する +Js: 土壌\，j:， ÌJ)~ e 黄色土iÌ['.jl守， fI奇亦色ゴ二 lrf:， レンヂナ緑土ttl ， グライ土壌昨および各

棋の点熟ゴゐで? その(tl! n;J j主 (5… 2) のようにお{丘二L地群がわずかに i['， JJ~する。 この品の土壌分布の大会な

特徴は，ィ'1'縦三ド S;jで指紋的な分イIJ をふノJ' した表出クライ系)jJ~ ・克也土illi1nがほとんどはi到しないことであ

る。

8-3-1. 1'!;. 黄色上滑

り功、むと:f[îi洋

との土j議j山11 は j'l'縄本品の陽子?と[司J去に山地の!右辺 ;\~i5 ~，こ iι く U-j~}~ し，二Lとして名I政機屑Ci' fJ縄本向の国

頭際JI~:{(ζ 本lì 討する jjIJtlL1í積物で，安山;お 11際を合む〉で覆われたJ交正や}王陵地において， 出抜高 60~~140

m の凶1，C.:JJ1IJ t る c その他於茂投岳山頂部のよう K山J自の綬斜面 lこも小面積分イいする。

2) j;見色土_dJiれ

パンナ+ü ， 1奈良部 :1}，於茂捻巴ヲ下手 iíri)j々 茂校岳などで代表されろ {r宕[M)a 脊史 I L!地(j:， I JJ J頁緩キIlfüを除

く大詰[\分の地域がこ οJこし土表:JEかによって占められている。

3) ホ色系黄色士主J昨

この除併の分布(土沖縄本571の j品 f? と ldJ禄に亦It!!，二，ijfi.îf干の分布域内や， Ht}~受岳やぷ:於茂登尽などの IIJ 頂

緩斜 rínなどに kTJ ril~ ﾜ'J /，と山呪している。

8-3-2号 1I 1~ j'J;色土[1[i若干およびレンヂナ様土11下

出払;#~11~1: 品、色二 l'， iUi l1lおよびレンヂナ様土H['は，主としてこの向の南部のf~Ü求訂灰おの段J'i~ iζ:I L\呪寸るの

これらの地域はほとんどが段業地として手1]泊され，その tþlζ点刊する|的風休や拘l'Jî の森林トのものが森材、

土爆としてわずかにy~ られるに過ぎない。

系 IIÔJJ; 色斗:， rli~'1Fí(土，屋良郎一日の凶!日1や封!氏岳の可 jJlの山地から j段丘:および丘陵地にかけて分布す

る~! L!;(j の分布域内に，凸型緩斜面を rlr心に山~~する c さらにp とれらの安山諸機を多く:'1;むiJ~liUit漬物

から!点る地域も， この土主義国ti!干で j 上i められているの

8 3-3. グライ土域別

とのれでは，宮良川，名城)1 1， I氏通 )I[などの河口付近lと汽;j(グライl\Jl.訴が広く出羽し，その他の小河JI [ 

の河口 !とも小曲泊分布する。

83-4. 与Ffiの未熟土

他の島と同様に f誌の問聞にサンゴ礁に山ぅ!とする石氏賞のtrY11未熟ごとが線状;こ分布するの

8-4. 西表島

とのれは 8096 以ょが IlJ地で占められ， 段丘や(民地は岳の)，\1辺部 lと点在するに過さない。 ζ の同のほと

んどの地域が鮮お1tttの砂岩，ロ:岩で桜われ，民の北京 ~\:I) ，~，とわずかに古ことと凝灰質安山岩が Jij現し，出岸

行干し、の段lÍ:1こは ζ れらの岩石を母材とする初、 m堆 h~物が分布し，これにμ、して 1m球石灰岩がモザイク :IXiこ

，'I'， J}~ している。

乙の品で見られる主な土壌併は辺、ー;え色土1仇 n'f~1]~ 色土1仇グライ土主主tl+および各種の未熟土で，その

他前述 (5-2) のよつにj;:íJj J宇部の 'i引と;石氏質の砂質な黒色土問がわずかに出現している。
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8-4-1. 赤 . Jìt色土群

1) 赤色土illi群

この土壌中J{干は石垣島の場合と同様に海依高 50~80m の段丘;およびとれに接する ILI地の低海抜地の凸

型緩斜 I~Î!こ出現する。との土壌亜群は段丘の36主した東部および」じ部では出現が認められるが，段丘のヴ色

i主の不良な四部ではほとんど認められない。

tH:ft!する地域は大原尚部，大宮北部野古見部結の園部ョ自社j峠付近の IJI地，三原部落周辺，高討15周辺3

高菱地区河辺， Tj'[ 

されている。

2) 黄色土i[[i群

との土壌l垣群はとの島のrI片山花〉支配的 lと分布する。 J~jffiの沖縄本島の UI地では YD および YE 型上壌の

分布はかなり狭かったが，との島ではかなり)よく， また ， t6根や凸斜 1Mでも標識的な YA および YB 型土

壌の LU現が見られないことは，とのおの'::C壌分布のjえさな特徴といえる。

3) 亦色系黄色土:9J若手

との亜?洋は亦色土の分布J~内やj段丘と接する IJj地地下~;g!~の凸烈斜面î，あるいはゴザ岳の rJiJ買緩斜面など

にノト面積出現する。

4) 表層グライ系赤⑨黄色土 Ijji l{'f'

大原四部では赤色 LciE群の分布域の呼q.こ微弱に表層グライ化作用を受けた赤色土の IU羽が認められる

が，沖縄本島の場合とは県なり強度のものは認められない。

8-4-2. il;;Jド色土ii'{:

この島では塩基系陪赤色こと止lilnの分布は全般的lとかなり狭いが，その lドで比絞的広く出現が認められる

のは， j31原)}i] ìZ2， 大宮北部のj段目などで3 いずれも赤色土亜群とモザイク状に混在して出現する場合が多

い。との土壌亜併の分布域はほとんどが寝業地として利用され，林地として残存しているものは，二上層が

きわめて浅いものや，基岩の露山地などである。

非塩基系階泊、色土E君子は石垣島のものほど土J尚の陪赤色が切りょうではなく，分布凶訟も狭い。この島

の北東部の野原崎から高那にかけての山脚部の凸形綬斜 i品 あるいはこれに続く段目:に tt'[羽が認められ

る。との土、壊の分布域は牧場や農業地として利用され9 やt地はまれである。

8-4-3. グライ土壌群

ζ のおの河川沿いの{民地の rþ で， ;'115訟;に ili い所(;1: 7)く悶あるいは放楽IJ< FH となっている場台が多いが， rjJ 

流から l 流の低地はクライ亜若干の分布が51，られる。{中間川， 市j良J 11 ，友良) 11 , 古見)i 1, ヒナイ川， ÎRJ 内

川多イ[1'只 )11 ，タイラ川の中流古il5 にはグライ.'lli群がjよく山現し，その他の河川の谷政:\15 Iと近い谷氏低地にも

しばしば!日現ずる。

これらの河川の河口付近には汽水グライ illiJl日 'qよく出現する。

8-4-4. 各種の米熟土

との島の海浜lこはサンゴ慌に由来する石灰白の砂質米熟土が分布する。風早見出や風早凡l~jHi!えではか

なり広く分市じている。
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9. ヒ と

1'1 1 制の 1# 1村山および主更迭林樹君:f土壌との関係については，すでに思烏ユO) l1 J によって論じられてい

るがp さらに， ~tftíの調査結果をIJnえてとり玉、とめたがーは立rrのとおりごある *Jο

主要なーi 上手ないしj"UITI~(:の主要な制作についてF 土壌との関係を附騎 )J:I (と侵 rfi伎が日く， l'rJ11l条何ーとの

~j主性7J古川、と判iにされたものをまとめて表 6 にぶしたハ

9-1. i%、*黄色土群

1) ;jJ、色 l二伴

ドド車 Ij;寺三日 lとおりる ζ 0) 土11;ü1Øl干ふ スダジイ， タブ， ホノレトノキ， ヒメユズ 1) ノり コノマンモチョ アデ

ク F イジ , モチノート， シ十リンノミイ， シパニーッウイなどをじ る常*}r~J1二~~~~ t~1什イ、が多い。宇?IE お']，石川

fん ， v可表島もほぼ 1， 11絞である c

て陪なし、しょIb日J本|ヰ;lf(日 :t ス夕、、ヅイが低占的に !11羽している湯舟が多く，休日ミ はァシダのも少な

くない。また，沖縄本 l誌におけるこの一壌市ηí: !J)分布えでは Jt;~ き1};，い地併による，)ウ ::-t ウマツの lili'fill

i吉村Lがh われp 人てiむ林の中心と っているがヲ ι育は全的lと良好とはいい強い。石区民p 回投52の場

合も ζ の l 壌の分布岐におけるリュウ干 ι ウマツの生育は不良である。

2) 22色 jづrEil-'f

沖細木I口におけるとの土壌日抑の分布域lふ天然 lこはスダヅイ，イスノキ事タブヲオキナワウラジヨガ

、ン， ;:G Jレトノヰ? コノ弓ソモ守， ヒメユズリノイジコヲモッコク，イヌマキ， ヤプニッケイなどξ寸二とす

る常総L主張 fM ，[0ドとなっているがP2fb二次大戦後は森林の破壊がj色み，引lぶて、はほとんどの地域が三次林を

形成し， 'ド儒 'H塁本をとする森林が:Jý いじ

!十'jイ松ないしンドでは3 スダジイは大部分の土壌54iで信差出 néJ I乙出現しているがp YE 壌では認

めい。 これどxHノて，オキナワウラジロガシはやや二[立E条件の良好な YD(d) よび Yn 主主土壌Jと袋内

極として I~ft~ している c まずこ， Yo 型土壊ではイヌピワ類が多く認められあ。

寸A， YB および Yc 型1 :1:.壌などの乾tt型 1.壌では，赤色土也i-:~:と一同料、の fi&本やコシダなどがf7 く見ら

れるが， 1!，J利型土壌の Yo(d) および Yo 型土壌では， タブ，イスノ 工ゴノキ， ショウ/'"ンノニ子 2 イ

ヌピ'7獄， リコウヰ 1 ウアオギなどや，オニヘゴ p ヒカゲヘ二f ， ヒリュウシ夕、、などの六~Qlシダをはりめ，

各様のシ夕、、類や》クマタケラン.エビネ釘などの草木;;Jíh1紫?乏し p ウージルカンターなどのつる対も:g，く出

している。 YE ~Q土壌?はさらにベ型ジダ'ßíjの様羽も増えて? リュワピンタイフカツモウイノデやクワ

ズイモテホウロクイナゴなどが疫，Lí して地表を被夜している。

また，丘陵地で仰と大正から昭和のわJJ切にかげでilt:/;~不されたリコウキュウマツ休も見られるが，現

夜jぷ』ミと M交砕を形成している坂jf:、が多い。 とれらの天然科や人工林の生白状況はかなり y~.なお。 YA

および YB 1t~土壊では良好とはいしいが9 YC~-'YE 虫土漆さはかなり良好といえる。

石丸ir~ではこの抜群の分布域の 11I肢斜 LÜJ I士、般に急斜地で， Iよ禁村jO) 二J夕、村、となっている場〆今が;tく，

lj コウ，~-:. .:2ウマツの法林地はほとんど見られな l， --, 0 各土岐たの~/[生はi十組本訪の JJ;}台、とほぼ同様である

が， ツ Jレアグンが凡られる点カ)t~~t:立である。

キ) 沖縄の植物の分恕，分布については，初 ~g~l) の者己を芸きにした。付与l末他州1[1主主手主i が回全国であったf<E も多

し完全な記載は難しかった。
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表 6. 各土壌型の植生

干干支τ一 1，[， * !lfcr 一寸一草 本 階三事 E一一竺木 階

シラタマカズラ，ススキコシダ，

土

コパソモチ3 コノてンモチ，アテ、ク， タイミンタチ

バナ，ヒメユズリハp リュウキュウ

チク，イヅュ，ナカノ\ラクロキ，シ

ャりンノマイ， スダジイ， ジノてニッケ

イ

色赤

スダジイ

RA~Rc 

主
総
弘
一
聞
か
ぶ
湾
沖
惑
昨

黄色土および赤色系黄色土

スダジイ F イジュ |スダジイラタイミンタチバナ，コ|イジュ，シ7 ミサオノキ， )レリミノ

;パンモチ，カクレミノ，モッコク， I キ，リュウキコウチ九モクタチノイ

一九仇イジユイ!ナ
スノキ { 

!スダジイ p エゴノキ，イスノキ，スダジイ，タイミンタチバナ，コ|リュウキュウチク p ナカハラクロキ，
;タブ |ノぜンモチ? ザュウキュウマツ，ァ I )レザミノキ，アテヲ，スダジイ， ヒ

デ九ヒメユズりノV カクレミノ l メユズ 1) 川リュウキュウアオキp
コノマンモチ，シャジャンポ，イジュ，

シヤリンィィークチナシ

モチノキ，ジマイヌツゲ?シパニッ

ケイ

!スダジィ，ォキナワウラジロガシ|スダジィ，イジu イスノキ，コ l 川ミノキp クチナシ，モクタチパ
ノてンモチ，シマミサオノキ !ナ，リュウキェウアオキ，イヌビワ P

j タブ，フカノキ，ヒメユズリハ，シ

!シアクチ，エゴノキ，オニヘココヒ
i リュウシダ

スダジィ，タプ，イスノキ，タィ(エゴノキ9 イヌピワ払シシアク!リュウ h ウチク， リュウキコウァ|ク 7 タケラン，ヌザトラノオ， リ
ワンオガタ 7 ノキヲイヌピワ類， |チ 9 パリパリノキ，ヒメサザンカ多|オキ，ショウベンノキ，イヌピワ， I ュウキュウエビネ s ヒリュウシダ，

オキナワウラジロガシ |アカメガシワ F ハゼノキ |オニヘコ1 ヒカゲヘゴ j コウモリシダ，オニヘコユキレハ

l i ノコギリシダ， リュウビンタイ

シラタマカズラ

鉱
山
S

中

コシタ p ススキ，クロガヤ，ヒリ

ュウシ夕、二シラタマカズラ

タケシマラン，

タカワラビ

シラタマカズラ?

YA'~YB 

rYB 

YD(d) 

b
ι…
 

Yc 

rYc 



タイミンタチノ汁?ヤブニソケイ歩 1* シタ，と I} 斗ウシタ三 リニウヒ
フカノキ，イヌビワ 9 アカメカゃシワ p ンタイ，カツモウイノデ，へこ，{，
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凶手史民でば沖縄本品と異なり，極盛隠と忠われるノト本分が多く，また，湿性J刊の土壌の占める害IJ{c'ìが大き

しこれらの土壌では大~\'!シダをはじめ2 好浪iiìl1 ~Iニの 11宣生が目立ち，肴生植物も多い。

乾tl 型の土壊では?ス夕、ジイ，イスノキ?サザンカ類，セイシカなどが多く，氾他引の二1-壌ではオキブ

ワウラヅロガシ，タイワンオナfタ 7 ノキ，イヌヒ‘ワ獄，ヒメサザンカなどが優占しp 林床 lどはリュウビン

タイ，オニヘコYよどの大型シダ知やリェウキュウアオキなどが多く見られ，樹幹にはツノレア夕、ンがまこわ

りついているととが多い。

I)Lj表 jEJのE昼間，';'13で Ij;，第二次位界大戦後iとリュウキ I ウマツの造林がかなり広く進められており，比較

的良好な造林地が見られる。

3) 赤色系黄色ごと直前

赤色系黄色こtiJli îl平の各土壌2l?の fl8!生は， しい、ず才れLの島でもそれぞれ対応応、する f荒焚~一色土ilJ1

と向様である O

4) 友!醤グライ系赤・ず:色ごt，q色鮮

ζ の班鮮の森林MiÌJxi~J種や相観などは赤色土日間半および頁一色土 iliLTIf と何様であるが， 般に生育はきわ

めて不良である。広繋樹としてはF ス夕、、ゾイ，コパンモチp イジュ，アデク，シパニッケイ，ナカハラク

ロキ，ヒメユズリハなどが低木状三会主することが多く，樹高約 6~7mを超える例は見られず，極端な場

公lとは叢林状を丞する。表層グライ化作用のはげし 1，巾着手干は疎林状を是し， 1*床 lとは低茎のコシダやミズ

スギなどが優占し， リュウキュウチクやキキョウラン，クロガヤ，ノボタン多オオマツバガ、ヤヲモウセン

ゴケなどの縞物が山ìIと出現し，混地槌物を混えた特有の;景:制を立する。

との土壌頚群の分布域の-~~13にはりュウキコウマツの造林地も見られるが，造*本後数年で成長衰退をgミ

じているの

9-2 , 暗赤色土群およびレンヂナ様土群

1) 主主基系晴赤色こし並J，iì'およびレンヂナ様上Tn

いずれの品々においても， これらの土壌群ないし土壌Ij1í llfでは， ζ の土擦の lL完投性 Ca がとくに設富

で，反応がほぼ itJ性に近い特性を反映して p いわゆる好石灰j産物を主とする 1~平溶を構成し予特有の景観を

7: している。

沖縄木島ではs アコウ，ガジュマル 3 アカギ， リ立ウキ 1 ウマメガキ，クス/ハカエデs ムクロジヲシ

ョウベンノキ，サノレカケミカン，クロッグ，クロヨナ p ソテツ?ゲッキツなどが主要なもので， MiJ，;の民

ではアダンの 1野生した林分も見られる。

イ肱の烏でも同様の広葉樹林;を形成しているが，宮古島ではビロウ，アダンなどを混じえている。

また，特殊な植生の例であるがp 石垣島の米原地区にはヤエヤマヤシを優占様とし?上層 lどアコウ，力、

ジコマノレなどを混じえ，下層にクロツグ，ゲソキツなどを伴った 1ft落もiJJ:t~している。

2) ~J:境基系消亦色土ií!iJl干

この土壌亜詳の場合lとは p いずれの自においても天然にはスダジイ，コパンモチ p ヒメユズリノ勺アデ

ク 2 ホルトノキなどの中@ノト径本から成る常緑樹林を形成している内また，一部に見られるリュウキュウ

マツの十本の生育は良好である。

ヲー3，ライ土壌群

。 グライîJ1i tt'~
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石もにおけるグライ i以前はし可マしも !J\自信であるが3 火山口〕スケ、科出物を主とする湿草地与を形成して

"、\
~' ' f;":) 0 

凶去烏の lXj {?l'ま地!みの十Il仙ーをしラ ザキゾマスオウノヰ，サガリパナ 9 アコウヲイヌトプワ主Í[，オ千ナ

ウキョウテクトウなどが jJt';木を形成し，体外ミには 1) コウピンタイ 9 コウモリ Lノダなどが紫J交している。

2) f01< 夕、、ライ ilJi. ltr

計l K:rN*訪ではこの土壌'.llí ]i干の IU8~(:t少なく町 マングローフのれし九十みに過ぎない。

イ jtl:i 品、ては，オヒ Jレギp メヒノレギョ ヤエ γ マヒノレキヲマヤソ。シキなどを主要な十完成削減こ j るマンクロ

ーブミE形成しているハ

E可表 Liでは土くに♂ング亡1 ープがよく発注し2 ィ í 18.と 1'1J般のに111京のほかに， ヒノレギタマシ， ヒノレヰモ

ドヰーなどが出成樹原としてJJil わり) ，Q\(J三はきわめて艮ijí である

9-4姐 各種の未熱土

仲絹ヌト;尽における 11 1 ' 1有 :\ßo)ìh::灰ふ:-1ω米航 J二(ジ γ ーガノレ〉のj也市は，

れた良刻 j自がススキの liI J京やギン不ムの出生泊を形成してし、るが， こ耳しらは1'1 然Ilt\ ~LO)l政上京後に形成 è~

7こものである。

f各手}舟店々 ωωj斥7手ミのサンコゴv が似政、にこ佐尚1 来するノ{訂子灰j質主の{砂沙F買v木に札同i主熟;主i旅除主札←:1←

ク十ギ.，テ lj ハボクを巨とする海岸町rm\iH~がj人 l点されている。

10 今 と主要造林樹種について

ィ中測では草，If[ リコウキコウマツの造林がもっとも jよく 3 お1倒的 lこ行われてい品。 ζ の J見合には、 iJ li辺

( 9 )のよう lじ [f:( に近い丘、主樹の J火林そ伐採し曙 Jげしさ払いよlPJ存会行った後 J乙婚話造林をj J っ:汀法が

こ主として行われているゴリュウヰュウマツの人_Lili~yf とれと壌との l均係次のとおりである。

10-1. 赤勾黄色土群

1) ホ l.r-， :blli 1t'f

このごしlj~íff l!f(ま刊見にま~~}，;こ芝)く J 腐はすこぶる [j;ペう十トリ l町村で， )111."/1'1 が不f之なために 1) c，ウキ

プヴ 7 ツの生育はイ\良である血!iPI，による成長促主主を凶るにしてもァ 1) ン肢が[川たされや Fいために施!Jt~

法にも十分な工げたが必史Aであろう η しかしp 施肥による益分の telì*(\;/)5j Jt lれても，土壌の児tγ がきわめ

て:不良なととによる uUrSの発注 0) 15[1. 1うが， 別の大きな成長1 j[ 1';I;:r}Çi -f となることが:芯えられる。 したがっ

て， この土焼rlEHれま rl、集樹立〕天然ーと(抗議肖民主をうべきで 2 経済体とレての街似(r'ji三 ;\~i丹Hま射しい r

2) 黄色三五lí1河

ζ の '1Ií. Ttr:でほ Yi\および Yll 担土岐ではョ 1 :_J:bの 211、 'l!-:c二f-.4IiHr ~: li'íJ岐にリコウキ ウマツのとl二育は不良

であるじ林地としてはい主の功、包ゴと同派の取以いが必要であろう c

Yc , YD(d) および YD J('i 1 壌では， リュウキ斗ウマツの/子育は l正常，かっ良好であるコしかし， YD(の

および Yo J1ilJ._--[壌では市本や低水の繁茂がおう ~~ftなために，主治体の湯舟にはftf I~'I の以 J.:i， M死にょう

て児恥がド蝋な場介が~い〉ヌí(士のアカマツおよびクロマツと同様の1ft f'[î fよと 111 11'，し :YiU) 和民主による造林

}Jiムはョ iLjl 維iのり二[_ T) キュウマツの iおfT!こは，気候がilritr民で，前本の成長{木 l LiQjがないために若しく凶採

であるとされている この点に対しては， ポット ]'j1iの植J知こ J: って解決がいJ能ではないかと存えられる

が， とのJえについての平子、な対応を':全く斐主主レだし '0 また， おそらく YD(d) ぷよび Yo 出上←喰ごは広:店主
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格Iの侵入とおう主義な成長が予恕されるのでヲ保育・管理には十分な注意が必要であろう。

3) 赤色系黄色土民訴

この土壌E群の場合には，それぞれ対応する黄色土íJliJnの各土壌型と同様であると考えられる 0

4) "1芝居グライ系赤@黄色ニヒ

この土壌直前ではp 前述 (9 )のように 1) ュウキュウ 7 ツは造林後数年を経ずして衰退現象を~ミじ， ).ぷ

1本は凶雑である。したがって，この土壌では天然更新による広葉樹林の保護育成を行うべきであろう。

10-2. 暗赤色土群およびレンヂナ様土群

1) 石灰岩に 81 :1ミする塩器系HE赤色J:.illiì洋およびレンヂナ様土辞

とれらの土壌併ないし土壌亙若手では， J二主義の反応がほぼ l 同生Jと i丘いためにp リ J ウキュウマツはク臼ロ

シスを生 G，成長は不良である。

しかし， ζ の土壌は-，\)~j査仔IJは少ないが Ca J['! リン酸!こまーこぶる言み引きわめて肥沃であろうと与え

られる。これらの土壌の分布域は，前述(7)のように大部分が農業地として利用されているが，造;f1;を

行う場合lこは， ζ のような土壌反応に対して適J~、する jぷ禁+~j の[いから適当な樹種を選ぶべきであろう。

2) ゴド塩基系H青hJ~ 色ゴ

との土壌の分布域はヲ前述 (9 )のようにノ川市分がすてイと農業地として利用されているが， リュウキュ

ウマツの生育はきわめて良好である。 卜j主の塩1i!;系 11古赤色土群およびレンヂナ様土il下のようにクロロシス

を生ずることはないつ しかし 1.述の Yn(d) および YD 111土壌と日H誌に -1手本;および低木類の繁茂がは

げしいので， !fÚ肢の注怠が必要であろう。

そのほか，主要な土壌における造林樹穫としてF 広葉樹p ス午、 p コウヨウザンg その他のt.i，j殖の導入に

ついては，すでに黒鳥10)11)によって命じられているので参照されたい。

11. おわりに

この資料は故小鳥俊郎の迭したirþ~屯の森林卜A壌に関する資料と未完の!尿病を整理してとりまとめたもの

である。

主主珪を終わった段階では，故人は沖縄の森林一土壌の生成と分ま引を中心に 2 広範な制査結果のとりまとめ

を意図していたように忠われる。しかしヲ既存の試料については?土壌の理学性，一次および二次鉱物，

機械的組成予粘土のイじ"]':(1な組成の検討などが米完のまま妓されていた。また，閥横および遊離鉄などにつ

いては，なお資料を補;ιする必要があろう c さらに，一部の土壌群ないし主主治については試料の補込と，

新しい見地からの野外調査の補足が必要と判断される。

今回遺稿の一応の柊丑[1.とりまとめを終わった現時点では，故人の沖縄の引地調査の当初の指導者とし

て川一躍し》その後もこの制査研究の全般にわたって良き助言?者であった編者らの一人黒鳥は定年を迎えて

すでに林試を去り，また， ζ の制査研究はほぼ故人が可'LHtで進めてきたために，新しい研究者が故人の構

想与を引き継いで完遂することはきむめて悶難と判断された。

ζ のような不，~"ïtの事情のために，この調査研究は，今日の資料のとりまとめをもって未完のまま終11:符

を打たざるを得ない。しかし，黒鳥および筆者12)ヲおよび尽烏10)11) によってすでに発表されている沖縄の

森林土主義の里子外羽査に基づく総話的なとりまとめと新定的な土壌分類は，今日の資料によってかなりの~

付けと進展が見られたと巴われる。
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J 両者らは ;1!1*-!:Uの森林土壌の調査引先が今役新しい硲i 究者によって，新fこな ιから与l むに，かつ i~11)J ~こ

遂行されることを切望するものであるが，その際(，C/-ì、 [11 の資料が~~少でも役立ては故人lこ土、H る最大の供

養となり， I司 Wtf'~'ζ編者らにとっても望外の古びである r
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